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満
開
の
桜
の
も
と
で
心
新
た
に
新
年
度

を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
度
末
に
陸
上
総
隊
、

教
育
訓
練
研
究
本
部
、
水
陸
機
動
団
が
新

編
さ
れ
、
「
統
合
運
用
」
「
真
に
戦
え
る

組
織
」
と
し
て
、
よ
り
リ
ア
リ
テ
ィ
を

も
っ
て
即
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環

境
は
益
々
厳
し
く
混
迷
の
度
合
い
を
増
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
首
都
直

下
地
震
な
ど
大
規
模
自
然
災
害
も
い
つ
起

こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
時
代
で
す
。
自

衛
隊
中
央
病
院
は
、
最
後
に
残
っ
た
国
の

病
院
と
し
て
、
自
衛
隊
の
最
終
後
送
病
院

と
し
て
、
職
員
一
同
決
意
を
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
。 

 

昨
年
度
は
、
四
月
に
第
一
種
感
染
症
医

療
機
関
の
指
定
を
受
け
、
七
月
に
東
京
地

域
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
（
東
京
ル
ー
ル
）

に
加
入
し
、
救
急
車
受
入
台
数
は
四
千
三

百
台
と
な
り
ま
し
た
。
救
急
患
者
の
増
加

に
伴
い
、
全
国
か
ら
研
修
者
を
受
入
れ
、 

 

「
心
新
た
に
飛
躍
を
」  

「
衛
生
の
訓
練
は
病
院
で
行
う
」
を
意
識

改
革
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た
。
十

月
に
大
量
傷
者
受
入
訓
練
を
実
施
、
小
野

寺
防
衛
大
臣
や
山
崎
陸
幕
長
を
は
じ
め
多

く
の
御
視
察
を
受
け
、
当
院
の
多
様
な
役

割
を
御
理
解
頂
き
ま
し
た
。
十
一
月
は
官

邸
医
療
支
援
に
対
し
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

特
別
表
彰
を
受
け
、
地
道
な
努
力
が
報
わ

れ
た
思
い
で
す
。
二
月
に
防
衛
医
学
セ
ミ

ナ
ー
・
防
衛
衛
生
学
会
を
担
任
し
、
中
病

の
存
在
感
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
今
年
度
は
、
新
病
院
建
替
え
か
ら
十
年

を
迎
え
る
次
期
中
期
に
向
け
、
準
備
の
万

全
を
図
る
重
要
な
位
置
付
け
に
あ
り
ま
す
。

最
終
後
送
病
院
と
し
て
安
全
で
質
の
高
い

医
療
を
維
持
し
、
教
育
訓
練
の
中
核
と
し

て
自
衛
隊
衛
生
を
牽
引
す
る
た
め
に
は
、

中
病
の
多
様
な
役
割
を
御
理
解
頂
き
な
が

ら
、
医
療
機
器
整
備
や
人
材
確
保
を
進
め

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
厳
し
い
予
算
環
境
の

な
か
、
高
額
医
療
機
器
の
更
新
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
強
い
覚
悟
を
も
っ
て

働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。
更
な
る
発
展
に

向
け
た
正
念
場
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

七
月
七
日
に
、
二
○
二
○
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
於
け
る

テ
ロ
対
処
を
想
定
し
た
大
量
傷
者
受
入
訓

練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
中
病
を
含
む
三

宿
地
区
の
み
な
ら
ず
世
田
谷
公
園
や
朝
霞

地
区
、
近
隣
県
の
医
療
機
関
ま
で
範
囲
を

拡
げ
、
東
部
方
面
隊
、
警
察
、
消
防
、
自

治
体
、
医
師
会
な
ど
「
多
機
関
連
携
」
を

重
視
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
対
処
を

目
指
し
ま
す
。 

 

年
末
に
は
定
期
防
衛
監
察
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
文
書
管
理
、
情
報
保
全
、

労
務
管
理
な
ど
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
再

確
認
し
、
円
滑
な
院
務
運
営
に
万
全
を
期

し
ま
す
。 

 

陸
幕
長
か
ら
は
、
「
『
衛
生
の
実
効
性

向
上
な
く
し
て
陸
自
の
任
務
完
遂
な
し
』

の
矜
持
を
も
て
」
と
期
待
を
寄
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
皆
様
の
御
期
待
に
沿
え
る
よ
う

即
応
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
緊
張
感
を

も
っ
て
あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

新
年
度
を
迎
え
、
『
活
気
に
満
ち
信
頼

さ
れ
る
病
院
の
創
造
』
に
向
か
い
、
職
員

一
同
が
団
結
し
て
院
務
に
邁
進
す
る
所
存

で
す
。 

新

着

任

部

長

紹

介 

○
診
療
技
術
部
長 

 

一
海
佐 

永 

吉 

広 

和 
 

 

（
前
職 

自
衛
隊
呉
病
院
長
） 

 

○
衛
生
資
材
部
長 

 

一
陸
佐 

平 

山 

健 

一 
 

 

（
前
職 

中
部
方
面
衛
生
隊
長
） 

○
放
射
線
科
部
長 

 

一
陸
佐 

藤 

川 
 

 

章 
 

 

（
前
職 

東
北
方
面
総
監
部
医
務
官
） 

○
麻
酔
科
部
長 

 

一
陸
佐 

太
尾
田 

正 

彦 
 

 

（
前
職 

防
衛
大
学
校
衛
生
課
長
） 

○
第
二
歯
科
部
長 

 

一
陸
佐 

津
野
田 

 
 

亮 
 

 

（
前
職 

自
衛
隊
阪
神
病
院
副
院
長
） 

 
 

新

着

任

課

長

紹

介 

○
総
務
部
医
事
課
長 

 

行(

一)

七 

五
百
藏 

裕 

昭 
 

 

（
前
職 

航
空
装
備
研
究
所
管
理
部 

 
 

 

会
計
課
長
） 

○
総
務
部
健
康
管
理
課
長 

 

二
陸
佐 

中 

川 

紀 

子 
 

 

（
前
職 

自
衛
隊
中
央
病
院
小
児
科 

 
 

 

医
長
） 

○
衛
生
資
材
部
衛
生
資
材
課
長 

 

二
海
佐 

北 

森 

茂 

樹 
 

 

（
前
職 

自
衛
隊
呉
病
院
衛
生
資
材
部 

 
 

 

衛
生
資
材
課
長
） 

○
衛
生
資
材
部
臨
床
薬
剤
課
長 

 

二
空
佐 

齊 

藤 

和 

夫 
 

 

（
前
職 

航
空
幕
僚
監
部
首
席
衛
生
官 

 
 

 

付
衛
生
官
） 

 
 

↑

Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
患
者
航
空
搬
送
の 

 

状
況
（
平
成
二
十
九
年
度
大
量
傷
者
受
入
訓
練
） 

←
 

中
央
病
院
周
辺
道
路
の
三
箇
所
に
道
路
標
識
を 

 
 

設
置
し
、
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま 

 
 

し
た
。 
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自
衛
隊
中
央
病
院
は
、

平
成
三
十
年
二
月
一
日

（
木
）
、
防
衛
省
Ａ
棟

講
堂
（
市
ヶ
谷
駐
屯

地
）
に
お
い
て
平
成
二

十
九
年
度
防
衛
医
学
セ

ミ
ナ
ー
を
担
任
・
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は

小
雨
が
降
る
寒
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
が
、
防

衛
省
・
自
衛
隊
の
高
官

や
衛
生
職
種
の
隊
員
ら

約
六
百
八
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に

あ
た
り
山
本
と
も
ひ
ろ

防
衛
副
大
臣
が
挨
拶
し
、

我
が
国
を
取
り
巻
く
安

全
保
障
環
境
の
変
化
に

触
れ
、
「
自
衛
隊
衛
生

に
求
め
ら
れ
る
役
割
の 

 平成２９年度防衛医学セミナー 
  及び第６３回防衛衛生学会  
『防衛医学教育におけるリアリティーの追求』  

高
度
化
、
救
命
率
向
上
等
を
目
的
と
し

た
衛
生
機
能
の
強
化
の
必
要
性
」
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
は
「
防
衛
医
学
教
育
に
お
け
る
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
の
追
求
」
と
掲
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
防
衛
副
大
臣
が
述
べ
ら
れ
た

安
全
保
障
環
境
の
厳
し
さ
を
背
景
に
、

世
界
で
頻
発
す
る
テ
ロ
や
自
然
災
害
の

発
生
等
の
各
種
事
態
に
対
し
て
、
自
衛

隊
衛
生
と
し
て
実
行
力
を
も
っ
て
対
応

す
る
た
め
の
「
救
命
ド
ク
ト
リ
ン
」
の

早
期
実
現
を
目
指
す
た
め
で
す
。 

 

特
別
講
演
で
は
作
家
の
北
康
利
先
生

に
「
先
人
に
学
ぶ
、
志
を
持
っ
た
生
き

方
」
と
題
し
、
衛
生
職
種
の
隊
員
と
し

て
の
“
志
”
、
“P

rin
cip

le

”
“
モ
ラ

ル
”
に
つ
い
て
松
下
幸
之
助
ら
を
例
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

教
育
講
演
で
は
自
治
医
科
大
学
外
科
学

教
授
の
ア
ラ
ン
・
レ
フ
ォ
ー
先
生
に 

「T
rau

m
a E

d
u
catio

n
 F

o
r D

efen
se 

M
ed

icin
e

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
英
語
に
よ

る
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
セ
ミ
ナ
ー
初
の

試
み
と
な
る
同
時
字
幕
通
訳
を
行
い
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
ご
講
演
も
衛
生
職
種
の
隊

員
と
し
て
必
要
な
「
心
」
・
「
技
」
に
関

す
る
も
の
で
あ
り
、
聴
講
し
た
隊
員
ら
は

メ
モ
を
と
り
な
が
ら
真
剣
な
眼
差
し
で
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
「
防
衛
医
学
教

育
の
最
新
の
状
況
と
展
望 

～
救
命
率
の

向
上
に
向
け
て
～
」
と
い
う
題
目
で
、
防

衛
医
学
教
育
の
現
状
及
び
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、

爆
傷
研
究
や
Ｄ
Ｃ
Ｓ
（D

am
ag

e C
o
n
tr 

o
l S

u
rg

ery

）
教
育
に
関
す
る
最
前
線
、

重
症
外
傷
救
急
診
療
の
現
場
の
実
相
、
Ｉ 

Ｃ
Ｓ
（In

cid
e
n
t C

o
m

m
an

d
 S

y
stem

 
緊
急
時
指
揮
調
整
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
、
最 

新
の
知
見
や
将
来
展
望
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
二
月
二
日
（
金
）
に
は
三
宿
地
区
に
お

い
て
第
六
十
三
回
防
衛
衛
生
学
会
を
担
任
・
開
催

し
ま
し
た
。
学
会
に
は
約
九
百
名
の
衛
生
職
種
の

隊
員
ら
が
参
加
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
衛
生
支
援

（
四
演
題
）
、
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
一
演
題
）
、

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
一
演
題
）
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
六
演
題
）
、
一
般
口
演

（
三
百
七
演
題
）
を
行
い
、
活
気
溢
れ
る
学
会
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
、
駐
屯
地
体
育
館
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
た
運
営
や
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
学

会
初
と
な
る
試
み
で
り
、
学
会
の
盛
況
と
自
衛
隊

衛
生
の
ア
ピ
ー
ル
に
有
効
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て

い
ま
す
。 

 

現
防
衛
大
綱
・
次
期
中
期
に
お
い
て
衛
生
機
能

の
強
化
が
示
さ
れ
る
な
か
、
自
衛
隊
衛
生
に
求
め

ら
れ
る
機
能
と
役
割
に
つ
い
て
認
識
の
醸
成
が
図

れ
た
、
実
り
大
き
な
防
衛
医
学
セ
ミ
ナ
ー
及
び
防

衛
衛
生
学
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

↑セミナー長挨拶 自衛隊中央病院長 防衛技官 千先 康二 

↑

セ
ミ
ナ
ー
会
場
（
防
衛
省
Ａ
棟
講
堂
） 

 

用
意
し
た
座
席
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど 

の
参
加
者
を
い
た
だ
き
、
盛
況
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。 

↓

教
育
講
演
を
行
う
ア
ラ
ン
・
レ

フ
ォ
ー
先
生 

 

防
衛
医
学
セ
ミ
ナ
ー
で
初
の
試

み
と
な
る
通
訳
な
し
の
英
語
に
よ

る
講
演
で
、
同
時
日
本
語
字
幕
を

行
い
ま
し
た
。 

 

自
衛
隊
中
央
病
院
で
は
、
平
成
三
十
年
三

月
十
四
日
（
水
）
に
日
本
大
学
危
機
管
理
学

部 

河
本
志
朗
教
授
を
お
招
き
し
、
テ
ロ
対

処
等
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
勉
強

会
に
は
、
病
院
職
員
や
部
隊
等
隊
員
は
も
と

よ
り
、
世
田
谷
区
、
警
視
庁
、
東
京
消
防
庁

等
の
方
々
の
ご
参
加
も
い
た
だ
い
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
会
の
開
始
に
先
立
ち
、
千

先
病
院
長
は
こ
れ
ま
で
中
央
病
院
が
積
み
重

ね
て
き
た
訓
練
等
に
触
れ
る
と
と
も
に
、

「
二
〇
二
〇
年
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
の
準
備
や
果
た
す
べ
き
役
割
を
、
行
政
、

警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
等
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
勉

強
会
を
各
関
係
機
関
と
顔
の
見
え
る
良
好
な

関
係
を
築
く
一
助
と
し
た
い
。
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

勉
強
会
で
は
河
本
教
授
か
ら
『
訓
練
が
培

う
多
機
関
連
携
』
を
演
題
と
し
て
ご
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
に
発
生
し
た
ボ

ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
爆
弾
テ
ロ
事
件
を
テ
ロ
対

処
の
成
功
例
と
し
て
紹
介
し
、
九
．
一
一
米

国
同
時
多
発
テ
ロ
発
生
か
ら
十
年
と
い
う
歳

月
を
か
け
米
国
で
行
わ
れ
て
き
た
『
多
数
傷

病
者
事
案
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
対
応
の
準
備
状
況
』

を
ご
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ

へ
の
対
応
は
事
案
対
応
に
関
係
す
る
多
機
関

連
携
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
平
素
か
ら
訓

練
等
に
よ
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
関
係
構
築
を

行
い
、
各
機
関
が
持
つ
法
的
権
限
、
組
織
目

的
、
組
織
文
化
、
装
備
、
能
力
、
指
揮
命
令

系
統
、
用
語
等
の
違
い
を
理
解
・
共
有
し
て

連
携
要
領
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

テ
ロ
対
処
等
勉
強
会 

開
催 

『
多
機
関
連
携
』
の
重
要
性
を
学
ぶ 
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放射線科 

 

今
回
は
、
最
新
の
画
像
診
断
と
放
射

線
治
療
で
中
央
病
院
の
質
の
高
い
医
療

を
支
え
続
け
る
放
射
線
科
を
ご
紹
介
し

ま
す
。  

 
放
射
線
科
は
、
各
診
療
科
の
医
師
よ

り
依
頼
を
受
け
、
Ｃ
Ｔ
検
査
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
・
Ｒ
Ｉ
検

査
な
ど
の
画
像
診
断
、
が
ん
の
放
射
線

治
療
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
な
ど
を
行
う

Ｉ
Ｖ
Ｒ
の
3
部
門
に
分
か
れ
ま
す
。
検

査
や
治
療
は
診
療
放
射
線
技
師
や
看
護

師
と
チ
ー
ム
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

   

平
成
三
十
年
四
月
現
在
、
中
央
病
院

で
は
、
学
会
認
定
の
放
射
線
診
断
専
門

医
三
名
、
放
射
線
治
療
専
門
医
一
名
の

計
四
名
の
常
勤
医
と
数
名
の
非
常
勤
医

で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
放
射
線
診

断
専
門
医
の
中
に
は
、
検
診
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
読
影
認
定
医
（
一
名
）
、
核
医

学
専
門
医
（
二
名
）
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
核
医
学

認
定
医
（
二
名
）
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
専
門
医

（
一
名
）
の
認
定
も
重
複
し
て
受
け
て

お
り
、
よ
り
専
門
的
な
放
射
線
科
診
療

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
射

線
治
療
専
門
医
は
が
ん
治
療
認
定
医
も

取
得
し
て
お
り
、
院
内
の
各
診
療
科
と

連
携
し
集
学
的
な
が
ん
治
療
を
提
供
し

て
い
ま
す
。 
 
 

   

中
央
病
院
の
放
射
線
科
で
は
、
各
診

療
科
と
も
協
力
し
て
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス

Ｃ
Ｔ
（
Ｍ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
）
で
撮
影
し
た
ボ 

～中央病院の質の高い医療を支え続ける～ 

放
射
線
科
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い 

現
在
の
診
療
態
勢
を
教
え
て
く
だ
さ
い 

中
央
病
院
の
放
射
線
科
（
診
断
）
の
特

性
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い 

リ
ュ
ー
ム
デ
ー
タ
を
用
い
、
専
用
画
像

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
三
次
元
画

像
再
構
成
処
理
を
行
い
、
脳
外
科
・
心

臓
血
管
外
科
・
循
環
器
内
科
・
呼
吸
器

外
科
・
肝
胆
膵
外
科
・
消
化
器
外
科
な

ど
各
診
療
科
の
治
療
方
針
決
定
や
治
療

計
画
の
た
め
の
最
新
の
画
像
診
断
を
提

供
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
１
．
５
Ｔ
（
テ
ス
ラ
）
と

３
．
０
Ｔ
の
高
磁
場
装
置
を
有
し
て
お

り
、
検
査
部
位
や
目
的
に
応
じ
て
使
い

分
け
、
最
適
な
画
像
診
断
の
提
供
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
対
応

埋
め
込
み
型
デ
バ
イ
ス
に
対
応
可
能
な

体
制
も
整
備
し
て
お
り
ま
す
。 

 

Ｃ
Ｔ
装
置
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
は
他
の
自

衛
隊
病
院
に
も
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
放
射
線
診
断
専
門
医
が
常
勤
し
て

な
い
他
病
院
を
支
援
す
る
た
め
、
最
近

導
入
さ
れ
た
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
活
用
し
て
各
病
院
で
撮
影
さ
れ
た
画

像
の
読
影
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

 

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
装
置
は
、
平
成
二
十

一
年
・
現
在
の
新
病
院
棟
の
開
院
時
に

防
衛
省
内
で
唯
一
導
入
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
-

Ｆ
Ｄ
Ｇ
を
用
い
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検

査
は
悪
性
腫
瘍
の
病
期
診
断
や
転
移 

・
再
発
の
診
断
、
心
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ

ス
や
大
血
管
炎
の
診
断
な
ど
の
保
険
適

用
疾
患
に
対
し
て
検
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
主
に
院
内
の

各
診
療
科
や
三
宿
病
院
等
か
ら
の
依
頼

を
中
心
に
対
応
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

平
成
三
十
年
五
月
以
降
、
装
置
の
共
同

利
用
を
さ
ら
に
推
進
す
べ
く
、
広
く
近

隣
医
療
機
関
か
ら
の
検
査
依
頼
も
お
受

け
出
来
る
よ
う
に
検
討
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
詳
し
く
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

 

放
射
線
科
は
、
各
診
療
科
の
医
師
よ

り
依
頼
を
受
け
、
Ｃ
Ｔ
検
査
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
・
Ｒ
Ｉ
検

査
な
ど
の
画
像
診
断
、
が
ん
の
放
射
線

治
療
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
な
ど
を
行
う

Ｉ
Ｖ
Ｒ
の
3
部
門
に
分
か
れ
ま
す
。
検

査
や
治
療
は
診
療
放
射
線
技
師
や
看
護

師
と
チ
ー
ム
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

   

平
成
三
十
年
四
月
現
在
、
中
央
病
院

で
は
、
学
会
認
定
の
放
射
線
診
断
専
門

医
三
名
、
放
射
線
治
療
専
門
医
一
名
の

計
四
名
の
常
勤
医
と
数
名
の
非
常
勤
医

で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
放
射
線
診

断
専
門
医
の
中
に
は
、
検
診
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
読
影
認
定
医
（
一
名
）
、
核
医

学
専
門
医
（
二
名
）
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
核
医
学

認
定
医
（
二
名
）
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
専
門
医

（
一
名
）
の
認
定
も
重
複
し
て
受
け
て

お
り
、
よ
り
専
門
的
な
放
射
線
科
診
療

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
射

線
治
療
専
門
医
は
が
ん
治
療
認
定
医
も

取
得
し
て
お
り
、
院
内
の
各
診
療
科
と

連
携
し
集
学
的
な
が
ん
治
療
を
提
供
し

て
い
ま
す
。 

 
 

   

中
央
病
院
の
放
射
線
科
で
は
、
各
診

療
科
と
も
協
力
し
て
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス

Ｃ
Ｔ
（
Ｍ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
）
で
撮
影
し
た
ボ

リ
ュ
ー
ム
デ
ー
タ
を
用
い
、
専
用
画
像

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
３
次
元
画

像
再
構
成
処
理
を
行
い
、
脳
外
科
・
心

臓
血
管
外
科
・
循
環
器
内
科
・
呼
吸
器

外
科
・
肝
胆
膵
外
科
・
消
化
器
外
科
な

ど
各
診
療
科
の
治
療
方
針
決
定
や
治
療

計
画
の
た
め
の
最
新
の
画
像
診
断
を
提

供
し
て
い
ま
す
。 

M
R

I

は
1.

5T

（
テ
ス
ラ
）
と
3.

0T

の
高
磁
場
装
置
を
有
し
て
お
り
、
検
査

部
位
や
目
的
に
応
じ
て
使
い
分
け
、
最

適
な
画
像
診
断
の
提
供
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、M

R
I

対
応
埋
め
込
み
型

デ
バ
イ
ス
に
対
応
可
能
な
体
制
も
整
備

し
て
お
り
ま
す
。 

C
T

装
置
やM

R
I

装
置
は
他
の
自
衛
隊
病

院
に
も
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
放

射
線
科
診
断
専
門
医
が
常
勤
し
て
な
い

他
病
院
を
支
援
す
る
た
め
、
最
近
導
入

さ
れ
た
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活

用
し
て
各
病
院
で
撮
影
さ
れ
た
画
像
の

読
影
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。 

P
E

T
/C

T

装
置
は
、
20
09
年
・
現
在
の

新
病
院
棟
の
開
院
時
に
防
衛
省
内
で
唯

一
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
18F

-F
D

G

を
用

い
たP

E
T

/C
T

検
査
は
悪
性
腫
瘍
の
病

期
診
断
や
転
移
・
再
発
の
診
断
や
、
心

サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
や
大
血
管
炎
の
診

断
な
ど
の
保
険
適
用
疾
患
に
対
し
て
検

査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
主
に
院
内
の
各
診
療
科
や
三
宿
病

院
等
か
ら
の
依
頼
を
中
心
に
対
応
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
20
18
年
5
月
以
降
、

装
置
の
共
同
利
用
を
さ
ら
に
推
進
す
べ

く
、
広
く
近
隣
医
療
機
関
か
ら
の
検
査

依
頼
も
お
受
け
出
来
る
よ
う
に
検
討
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 
 ・

中
央
病
院
の
放
射
線
科
（
治
療
）
で

は
、
ど
の
よ
う
な
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
か
？ 

中
央
病
院
で
は
、
通
常
の
放
射
線
治
療

に
加
え
、
脳
腫
瘍
や
肺
腫
瘍
な
ど
の
定

位
放
射
線
治
療
（
い
わ
ゆ
る
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
照
射
）
、
前
立
腺
癌
な
ど
に
対
す

る
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（IM

R
T

）

に
も
対
応
し
た
高
精
度
放
射
線
治
療
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
腫
瘍
の
体

内
移
動
を
と
ら
え
る
4D

-C
T

や
、
悪

性
腫
瘍
診
断
に
有
用
なP

E
T

/C
T

を
放

射
線
治
療
計
画
に
直
接
用
い
る
こ
と
が

可
能
な
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
毎
週

火
曜
日
と
木
曜
日
に
病
院
地
下
１
階
に

て
外
来
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

ご
相
談
下
さ
い
。 

 
 ・

今
後
の
展
望
に
つ
い
て 

放
射
線
診
断
機
器
や
放
射
線
治
療
機
器

は
日
進
月
歩
で
あ
り
、
新
し
い
技
術
が

次
々
に
開
発
さ
れ
普
及
が
進
ん
で
い
き

ま
す
。
将
来
を
み
す
え
た
機
器
の
更
新

計
画
を
上
申
し
、
病
院
の
各
診
療
科
を

支
え
る
た
め
、
最
適
な
放
射
線
科
診
療

の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は

電
子
カ
ル
テ
や
放
射
線
画
像
部
門
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
換
装
・
更
新
に
よ
り
デ
ジ

タ
ル
化
が
さ
ら
に
進
み
、
各
自
衛
隊
病

院
や
医
務
室
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

が
よ
り
深
化
す
る
な
ど
、
全
国
の
自
衛

隊
員
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
診
療
が
可
能
に

な
る
日
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。 

   

中
央
病
院
で
は
、
通
常
の
放
射
線
治

療
に
加
え
、
脳
腫
瘍
や
肺
腫
瘍
な
ど
の 

中
央
病
院
の
放
射
線
科
（
治
療
）
で
は
、

ど
の
よ
う
な
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す

か
？ 

  定
位
放
射
線
治
療
（
い
わ
ゆ
る
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
照
射
）
、
前
立
腺
癌
な
ど
に
対

す
る
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ

Ｔ
）
に
も
対
応
し
た
高
精
度
放
射
線
治

療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
腫
瘍

の
体
内
移
動
を
と
ら
え
る
4
Ｄ-

Ｃ
Ｔ 

や
、
悪
性
腫
瘍
診
断
に
有
用
な
Ｐ
Ｅ
Ｔ

／
Ｃ
Ｔ
を
放
射
線
治
療
計
画
に
直
接
用

い
る
こ
と
が
可
能
な
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
に
病
院

地
下
一
階
に
て
外
来
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
ご
相
談
下
さ
い
。 

     

放
射
線
診
断
機
器
や
放
射
線
治
療
機

器
は
日
進
月
歩
で
あ
り
、
新
し
い
技
術

が
次
々
に
開
発
さ
れ
普
及
が
進
ん
で
い

き
ま
す
。
将
来
を
み
す
え
た
機
器
の
更

新
計
画
を
上
申
し
、
病
院
の
各
診
療
科

を
支
え
る
た
め
、
最
適
な
放
射
線
科
診

療
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
今
後

は
電
子
カ
ル
テ
や
放
射
線
画
像
部
門
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
換
装
・
更
新
に
よ
り
デ

ジ
タ
ル
化
が
さ
ら
に
進
み
、
各
自
衛
隊

病
院
や
医
務
室
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
よ
り
深
化
す
る
な
ど
、
全
国
の
自

衛
隊
員
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
診
療
が
可
能

に
な
る
日
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。 

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い 

↑ ＰＥＴ／ＣＴ装置とスタッフ 

放射線治療装置とスタッフ ↓ 

〔用語の解説〕 

*1 PET（陽電子放射断層撮影）/CT検査   

  ポジトロン放出核種で標識した放射 
 性医薬品を投与し、特殊なカメラで体 

 内分布を画像化する検査。 

*2 RI検査（核医学検査） 
  放射性同位元素で標識した放射性医 

 薬品を投与し、特殊なカメラで体内分 

 布を画像化する検査。 
*3 T（テスラ） 

  磁場の高さを表す単位で、一般に高 

 磁場ほど空間分解能や時間分解能が向 
 上するが、さまざまな制限もある。 

*4  F-FDG 

  ブドウ糖に似た物質にフッ素18とい 
 うポジトロン放出核種を標識した放射 

 性医薬品。がんや炎症の診断に用いる。 

  

*1 

*2 

*3 

*4 

18 
  

Ｆ 18 
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保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
便
り 

〔
保
健
相
談
班
〕 

 

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
職
員

の
健
康
増
進
支
援
施
策
に
関
す
る
と

通
達
に
基
づ
き
、
様
々
な
健
康
増
進

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回

は
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

自
衛
隊
中
央
病
院
職
員
の 

 
 

 

健
康
増
進
支
援
施
策
の
紹
介 

 
 

 
 

  
 

 

定
期
健
康
診
断
の
循
環
器
・
肝
臓

検
診
の
血
液
結
果
で
Ｂ
ａ
（
要
医

療
）
以
上
の
者
は
、
受
診
や
治
療
と

い
っ
た
医
療
の
介
入
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
者
の
受
診
状
況
に

つ
い
て
は
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
健
康

管
理
班
が
把
握
し
、
陸
幕
衛
生
部
に

結
果
の
報
告
を
し
ま
す
。 

【肥
満
・メ
タ
ボ
対
策
】（
図
②
） 

 

【平成２９年度自衛隊中央病院職員の健康増進支援の全体像】 

 

メ
タ
ボ
の
み
な
ら
ず
、
メ
タ
ボ
予

備
群
の
該
当
者
に
対
し
、
健
康
教
育

を
実
施
し
、
さ
ら
に
希
望
者
に
は

３
ヶ
月
の
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
以
下
Ｈ
Ｕ
Ｐ
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
Ｈ
Ｕ
Ｐ
は
、
医
師
、
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
、
臨
床
心
理
士
が
担
当

し
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
、
前

後
の
診
察
、
計
測
・
採
血
、
集
団
教

育
、
各
人
の
歩
数
・
体
重
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
よ
る
生
活
の
振
り
返
り
、
認

知
行
動
療
法
で
す
。
今
年
度
は
３
ヶ

月
で
平
均
４
％
の
体
重
減
少
と
い
う

結
果
に
な
り
、
半
数
の
者
が
メ
タ

ボ
・
メ
タ
ボ
予
備
群
を
脱
却
し
ま
し

た
。 

 

メ
タ
ボ
予
備
群
を
対
象
に
含
め
る

こ
と
で
、
健
診
で
採
血
を
実
施
し
て

い
な
い
35
歳
未
満
の
者
へ
も
早
期
か

ら
介
入
が
で
き
ま
す
。 

  

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
更
な
る
強

化
支
援
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 

 

図
は
定
期
健
康
診
断
後
の
事
後
措

置
に
関
る
健
康
増
進
支
援
（
特
に
生

活
習
慣
病
関
連
）
の
全
体
像
で
す
。 

図 

① 

① 

② 

～
対
象
者
へ
の
健
康
教
育
と
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
～ 

【喫
煙
対
策
】（
図
③
） 

  

喫
煙
者
に
は
世
界
禁
煙
デ
ー
に
併

せ
た
禁
煙
教
育
の
参
加
確
認
や
、
行

動
変
容
ス
テ
ー
ジ
（
や
め
た
い
気
持

ち
の
段
階
）
を
確
認
し
、
そ
れ
に
合

わ
せ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
付
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。 

③ 

 

健
診
２
ヶ
月
後
に
、
全
部
所
課
事

務
室
に
巡
回
し
、
結
果
説
明
、
各
種

計
測
、
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
健
康
管
理
者
に
は
課
長
等
会
同

を
活
用
し
、
課
ご
と
の
メ
タ
ボ
該
当

者
や
喫
煙
者
の
通
知
、
各
事
業
の
結

果
通
知
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

【健
康
管
理
強
化
対
策
】（
図
④
） 

 

④ 

【要
医
療
者
の
受
診
確
認
】（
図
①
） 

 

 

平
成
三
十
年
四
月
四
日

（
水
）
、
人
事
教
育
局
小

泉
給
与
課
長
を
は
じ
め
、

多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
千

先
病
院
長
を
執
行
官
と
し

て
第
六
十
三
期
研
修
生
の

入
所
式
を
行
い
ま
し
た
。 

 

我
々
職
員
一
同
、
研
修

が
有
意
義
な
も
の
と
な
る

様
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

研
修
生
を
支
え
ら
れ
る
様

に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
支
援
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

 

観
桜
会
に
は
三
桜
会
及
び
衛
朋
会
の
多
数

の
会
員
の
方
々
が
参
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
元
選
出
の
若
宮
健
嗣
衆
議
院
議
員
を
は
じ 

め
、
多
く
の
都
議

・
区
議
の
ご
臨
席

を
い
た
だ
き
、
盛

況
な
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 

↑ 若宮議員を交えての記念撮影 渡邉会長のご挨拶 → 

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー 

診
療
放
射
線
技
師
養
成
所 

入
所
式 

職
能
セ
ン
タ
ー 

放
養
所 

 

平
成
三
十
年
四
月
三
日

（
火
）
、
第
五
十
六
期
生
十

七
名
の
入
所
式
を
、
人
事
教

育
局
得
津
衛
生
官
を
は
じ
め

ご
来
賓
等
多
数
の
ご
臨
席
の

も
と
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

新
入
生
は
こ
れ
か
ら
の
三
年

間
、
こ
こ
三
宿
の
地
で
教
育

訓
練
を
受
け
、
最
終
的
に
は

診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
国

家
資
格
を
得
る
こ
と
が
必
成

任
務
と
な
り
ま
す
。 

 

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
に
「
天

才
と
は
努
力
す
る
凡
才
で
あ

る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当

養
成
所
も
学
生
の
不
断
の
努

力
を
促
す
と
と
も
に
、
全
力

で
支
え
育
て
て
ま
い
る
所
存

で
す
。 
 

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

↑
 

病
院
長
へ
申
告
を
行
う
職
業
能
力
開
発 

 
 

セ
ン
タ
ー
入
所
生 

←
 

目
標
達
成
を
誓
う
診
療
放
射
線
技
師
養
成
所 

 
 
 

入
所
生 

 

四
月
一
日
（
日
）
に
三
桜
会
及

び
衛
朋
会
の
共
催
に
よ
り
、
三
宿

地
区
で
観
桜
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
東
京
で
は
三
月
十
九
日
に

開
花
が
発
表
さ
れ
、
平
年
よ
り
九

日
、
昨
年
よ
り
四
日
早
く
桜
が
楽

し
め
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

 


